
                                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．研究とのかかわり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．単元計画 

時

数 
学習活動 目標 

１ 

○気持ちと色・模様 

・気持ちを表す言葉が様々あることを理解し、ど

の模様や色がその気持ちを表すか考える。 

・模様から感じる気持ちの意見交換を通して，自分

との違いや共通するところに気付き，他者理解を

深めることができる。 

こもれび１組     

自立活動 

単元名  気持ちと上手に向き合おう 

令和６年１１月２２日（金） ４校時 

      児童 こもれび学級１組  １年生３名  ２年生５名 

      場所   こもれび学級１組 

      授業者  髙山 陽輔（T1）  鈴木 淳（T2） 

１．児童観 

 本学級の児童は、元気で活発であり、感情を素

直に表現できる。しかしながら、感情表現がいき

すぎて大声で叫んで物を投げたり、教室外へ飛び

出したりする児童もいる。また、勝負事で勝つと

喜びが強すぎて相手を不快にさせてしまう行動

を取ってしまうこともある。 

そのような児童には、気持ちのコントロールに

目を向け、児童の意思を尊重しつつも、どのよう

な行動がよいか考えるように指導してきた。 

今後も児童の気持ちは尊重しつつ、自らの気持

ちを適切に表現できるようにすることが大切と

考える。 

 

２．教材観 

自信がもてない、人とうまく関われないなど、児童の課題

は様々ではあるが、試行錯誤を通して上手くできたと思える

ことや周りに認めてもらえることが自己肯定感の土台であ

ると考える。そして、自分を受け入れてもらった経験が自己

肯定感を育て、児童の成長を支えていくのだと考える。 

 本単元の「気持ちと上手に向き合おう」では、まず色や模

様を気持ちと結びつけて考える。次に表したい気持ちを選

び、万華鏡で模様を作成する。そして試行錯誤して模様を形

成し、上手くいった所を考えることで自己肯定感の向上へつ

なげたい。また、周りからの肯定的な意見や振り返りを通し

て、人との関わり方を学習する機会にもしたい。 

【自立活動の内容項目】 

２ 心理的安定   （１）情緒の安定に関すること 

３ 人間関係の形成 （１）他者とのかかわりの基礎に関すること 

 （３）自己の理解と行動の調整に関すること 

５ 身体の動き   （５）作業に必要な動作と円滑な遂行に関すること 

６ コミュニケーション （１）コミュニケーションの基礎的能力に関すること  

仮説１＜児童の実態に応じた課題設定＞ 
・集中力に欠ける，自信がもてない，また課題にス
ムーズに取り組めない児童がいるので，視覚的に
掲示したり，タブレット端末を操作したりするな
ど，児童の実態に応じた課題を設定するようにす
る。 

仮説２＜自己肯定感を高める人と関わる学習活動＞ 

・意図的に関わり合う活動を設定し，自分の作った
ものを見せ合ったり，友達の発表を聞いたりす
る。 

・自分の考えや思いに気付く活動を設定し，ワーク
シートやふりかえりシートに書く。 
 

仮説２＜自己肯定感を高める教師の関わり方＞ 

・発表する人を見て聞く，発表が終わったら拍手を
するなど，お互いが認められるような関係づくり
を心がける。 

・交流することが難しい児童に対しては，児童の気
持ちを尊重した関わりをする。 

 

 

 

仮説１＜児童の実態に応じた手立ての工夫＞ 
・見通しがもてるように学習の流れや発表の仕方や
聞き方を視覚的に掲示する。 

・ロイロノートを活用してワークシートへの記入を
行う。手書きが良い児童は手書きを選ぶ。 

 
       

【5．個別の実態に詳細を記載】 【5．個別の実態に詳細を記載】 



２
【
本
時
】 

○気持ちと上手に向き合おう① 

・前時で学んだことを生かし，万華鏡作成をする。 

・試行錯誤しながら気持ちを表現する万華鏡を作

る。 

・周りの児童に向けて作成物を発表しようとする。 

 

 

３ 

○気持ちと上手に向き合おう② 

・前時の振り返りをいかし、工夫をして万華鏡を作

成する。 

・色を選択し，前回の反省を活かしながら工夫をし

て万華鏡を作成する。 

・落ち着く色や模様を認識する。 

５．個別の実態・目標・手立て・評価 

児童 児童の実態 本時の個別目標 個別の手立て 個別目標の評価 

 

Ａ 

児 

 

１

年 

・勝敗に少しこだわりがあり，気持ちが

急いでの失敗をする。 

・怒りを感じた時は、暴力的行動に出や

すい。 

・友達ができたことを素直に褒める発

言ができる。 

 

・気持ちを考えて万華鏡の材

料を選んで作成することが

できる。 

・材料を工夫したことを書い

て発表できる。 

・ワークシートや作成を通

じて，主体的に取り組め

るようにする。 

 

・気持ちを色で表現することができ

たか。 

・万華鏡を工夫して作成できたか。 

・ワークシートに書いたことを発表

することができたか。 

 

Ｂ

児 

 

１

年 

・怒っている時は口調が荒くなるもの

の、すぐに切り替えができる。 

・相手の気持ちを考えることが難しい。 

・人に伝えようとする気持ちはあり、出

来事を話す。 

・気持ちを表現できる万華鏡

を作成できる。 

・気付いたことや思ったこと

を書いて発表できる。 

・ワークシートや作成を通

じて，自分を知り，主体的

に取り組めるようにす

る。 

・気持ちを色で表現することができ

たか。 

・万華鏡を工夫して作成できたか。 

・ワークシートに書いたことを発表

することができたか。 

 

Ｃ

児 

 

１

年 

・集団行動が非常に苦手であり，活動へ

の参加は難しい。 

・衝動的な行動を抑えられない。 

・怒っている時は、物を投げたり，家へ

帰ろうとしたり、暴力的な行動に発展

しやすい。 

・本時の活動に参加すること

ができる。 

 

・テーマを決めて万華鏡を作

成できる。 

・流れを視覚的に示し，部分

での参加も良しとする。 

 

・対話を通して、万華鏡の中

身を選べるようにする。 

・本時の活動に参加することができ

ていたか。 

 

・テーマを決めて万華鏡を作成でき

たか。 

 

Ⅾ

児 

 

２

年 

・指示されたことややらなければなら

ないことは，コツコツと取り組むこと

ができる。 

・一人で遊ぶことが多く，自分から人に

関わることは少ない。 

・人前で発表することは苦手意識をも

っている。 

・今の気持ちに合わせて材料

を選んで万華鏡を作成する

ことができる。 

・気付いたことや思ったこと

を書いて自主的に発表でき

る。 

・ワークシートや製作活動

を通じて，自分の気持ち

を知り，主体的に取り組

めるようにする。 

・気持ちを色で表現することができ

たか。 

・万華鏡を工夫して作成できたか。 

・ワークシートに書いたことを発表

することができたか。 

Ｅ 

児 

 

２

年 

・課題に対しては，前向きにコツコツと

取り組むことができる。 

・姿勢を保持することが難しく，姿勢が

崩れることが多いが，注意されると素

直に直す。 

・困った時に自分から助けを求めるこ

とが少なく，声をかけられるのを待っ

ていることがある。 

・自分の気持ちを表現できる

ように万華鏡の材料を工夫

して作成することができる。 

・気付いたことや思ったこと

を書いて発表できる。 

 

・ワークシートや製作活動

を通じて，自分の気持ち

を知り，どうしたらいい

のか考えて取り組めるよ

うにする。 

 

・気持ちを色で表現することができ

たか。 

・万華鏡を工夫して作成できたか。 

・ワークシートに書いたことを発表

することができたか。 

Ｆ

児 

  

２

年 

・課題に対する理解力はある。 

・苦手なことには最初から取り組むこ

とを拒否することがある。 

・思ったことを言ってしまったり，手

が出てしまったりすることが多く，

人とトラブルになることが多い。 

・相手にちょっかいをかけて，振り向 

・気持ちを表現するとはどう

いうことか考えて万華鏡を

作成することができる。 

・気付いたことや思ったこと

を書いて発表できる。 

・ワークシートや製作活動

を通じて，自分の気持ち

を知り，自分の気持ちに

合わせて取り組めるよう

にする。 

・気持ちを色で表現することができ

たか。 

・万華鏡を工夫して作成できたか。 

・ワークシートに書いたことを発表

することができたか。 



かせるような言動が多く，追いかけ 

られることを楽しむ。 

  

 

Ｇ 

児 

 

２

年 

・勝ち負けにこだわるところがある。負

けそうになっても気持ちの切り替え

ができるようになってきている。 

・自分の間違いや受け入れられず，もの

に当たることがある。 

・人が多いところを嫌い，一人で遊ぶ

か，大人との関わりを求めることが多

い。 

・気持ちを考えて万華鏡の材

料を選んで作成することが

できる。 

・気付いたことや思ったこと

を書いて発表できる。 

・集中して製作することがで

きる。 

・ワークシートや製作活動

を通じて，自分の気持ち

を知り，意欲的に取り組

めるようにする。 

・気持ちを色で表現することができ

たか。 

・万華鏡を工夫して作成できたか。 

・ワークシートに書いたことを発表

することができたか。 

 

Ｈ

児 

 

 

２

年 

・課題に対する理解力はある。 

・ペーパークラフトやアイロンビーズ

などの活動に興味をもっており,集中

して取り組むことができる。 

・思ったことを言ってしまったり，手が

出てしまったりすることが多く，人と

トラブルになることが多い。 

・相手にちょっかいをかけて，振り向か

せるような言動が多い。 

・気持ちに合わせて万華鏡を

作成することができる。 

・気付いたことや思ったこと

を書いて発表できる。 

・集中して製作することがで

きる。 

 

・ワークシートや製作活動

を通じて，自分の気持ち

を知り，進んで取り組め

るようにする。 

 

 

・気持ちを色で表現することができ

たか。 

・万華鏡を工夫して作成できたか。 

・ワークシートに書いたことを発表

することができたか。 

 

７．板書計画 

８．座席配置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステップタイム 

 

 

 

 

 

 

 

   

Ｂ児 1年 Ａ児 1年 

黒板 

Ｅ児 2年 Ｇ児 2年 Ｆ児 2年 Ｄ児 2年 

Ｃ児 1年 

Ｈ児 2年 

気もちをあらわすまんげきょうをつくろう。 

はっぴょうのしかたとききかた 

大型テレビ 

気もちと色のイメージ 

 

きょうのながれ 

①ロイロノート 

②きもちともよう 

③まんげきょうを作る 

 

※Ｃ児 

・触られるのは嫌がります

が、話しかけられるのは問題

ないです。 

・物を作っている時は、思っ

ていることをひとり言のよ

うに話します。短い言葉でほ

められるとうれしくなって

どんどん話します。 



 ６．本時の展開 

【個別の評価については，５．個別の実態・目標・評価に詳細を記載】 

 

 学習内容 教師の関わり ☆T2の動き   ◆支援の手立て □評価  

導 

入 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．本時の流れを確認す

る。 

 

２． ロイロノートでアン

ケートに答える。 

   

 

 

３． 前時の学習を振り返

る。 

 

４． 本時の課題を把握す

る。 

・本時の流れを提示する。 

 

 

・ロイロノートで作った「～といえば？」問題

を提示する。 

色に関する「～といえば」問題を後半に入れ、

前時の学習の想起につなげる。 

 

・気持ちと模様を結び付けて、色を塗ったこと

を確認する。 

 

・課題を提示する。 

 

◆本時の流れを視覚的に示し，

児童が見通しをもてるように

する。 

◆児童の興味・関心がもてるよ

うな身近な内容を出す。 

 

 

 

◆前時の模様から感じる気持ち

について触れ，万華鏡作成へと

繋げる。 

 

展

開 

５．気持ちを選び、万華鏡

で模様を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．万華鏡の中身を見せ

ながらクイズ形式て

発表する。 

 

 

 

７．ふりかえりシートに

書く。 

 

 

 

８．ふりかえりシートに

書いたことをみんな

の前で発表する。 

 

・気持ちは 3種類とする。 

〇落ち込んだ時に見たら元

気になる 

〇よく眠れそう 

〇イライラが落ち着く 

・どうしてその色にしたの

か聞いたり，認めたりし

ながら工夫の動機づけを

する。 

 

 

・発表の仕方や聞き方を説

明する。 

 

 

 

・本時の振り返りをふりか

えりシートに書いてもら

う。 

 

 

・児童にふりかえりシート

に書いたことを発表して

もらう。 

☆万華鏡の作成を

手伝う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆実物投影機で模

様が見えるよう

に映す。 

◆様々な色や形を用意し，児童

がいろいろ試したいと興味を

持てるようにする。 

◆見本を提示し、イメージがつ

くようにする。 

 

 

◆実物投影機を使い，中身を見

せながら説明できるようにす

る。 

□気持ちを表現する万華鏡を作

成できたか。 

 

◆どのように書いたらいいのか

分からない児童に対して適宜

声をかける。 

□工夫して万華鏡を作成したこ

とを書けているか。 

 

 

◆発表がしやすいように声をか

ける。 

□ワークシートに書いたものを

発表することができている

か。 

 

◆感想を書くことが分からない

児童に対して，どのように書

いたらいいのか一緒に考え

る。 

 

気もちをあらわすまんげきょうをつくろう。 


